
位 置 図 
 

 

〔館山市船形 923番 2地先～同船形 881番 1 地先〕 

市道 3054号線 配水管布設替工事 



令和 ５ 年度

S=1:250 内容表示

工事箇所

図面種別

縮　　尺

図面番号 全 ８ 葉のうち １ 号

平　面　図

路河川名

設計者氏名課長

館山市道3054号線

市道3054号線 配水管布設替工事

館山市船形923番2地先～同船形881番1地先

三 芳 水 道 企 業 団

平 面 図 S=1:250

記　　　号 埋 設 管 種 別

凡　　　例

仮配管

建設課施工(排水構造物)

測　　点

既設配水管･既設給水管

新設配水管

新設給水管

新設配水管･新設排泥管
（別途発注(施工済)）

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

ｽﾘ-ｽﾊﾞﾙﾌﾞφ40
(貸与品)

②

②

給水切替 ④

給水切替 �
(HPPEφ20)

(HPPEφ25)

※ 紫色：建設課工事施工前施工(配水管･給水管)［先行工事］
※ 緑色：建設課工事施工前施工(仮配管)［先行工事］



令和 ５ 年度

S=1:50 内容表示

工事箇所

図面種別

縮　　尺

図面番号 全 ８ 葉のうち ２ 号

標　準 断 面 図（1）

路河川名

設計者氏名課長

館山市道3054号線

市道3054号線 配水管布設替工事

館山市船形923番2地先～同船形881番1地先

三 芳 水 道 企 業 団

標 準 断 面 図（1）S=1:50

No.0+5.0

2.0%

900
600

700

3387

460
240

1327

600 705722
1005

ＣＬ

1096

既設 ACPφ75

新設 HPPEφ100

1
2
0
0

（DP=1.2m）

163

No.0+15.7

2.0%

900
600

700

3324

460
240

1264

600 680684

1068
980

既設 ACPφ75

8
0
0

300程度
700程度

ＣＬ

（DP=1.2m）

161

No.3+8.7

2.0%

381
700

2152

5730

3197

600 1171
1471

ＣＬ

2507

新設 HPPEφ100

AS切

3279

AS切

新設 HPPEφ50

DO管 600×600

752
（740）

700

513
813

No.4+10.0

ＣＬ

2271

5737

600
300

2866

AS切
2.0%

既設 ACPφ75

新設 HPPEφ100

8
0
0

（DP=1.2～0.9m）

CO

600 22662271
2566

2.0%

3002871

新設 HPPEφ20

新設 HIVPφ20

（№0-3.1～№0+9.8）

（№0+9.8～№2+19.0）

（№2+19.0～№3+18.5）

（№3+18.5～№4+17.0）

止水栓(ｿﾌﾄｼ-ﾙ弁φ20)及び筺［第一ﾊﾞﾙﾌﾞ］

AS(幅600)

※ ｵﾚﾝｼﾞ色：建設課施工(排水構造物)

※ 赤 　色：三芳水道施工(配水･給水管)

3616
（※ 建設課掘削時に、HPPEφ50 甲切3500 を布設）

※ 水 　色：既設給水装置

※ 紫 　色：三芳水道施工(配水･給水管)［2回目掘削］

AS CO(幅300)

AS(幅600) AS

7
4
0
(
7
0
0
～
8
0
0
)

約
2
0
0

新設 HPPEφ100

1
2
2
4

既設 ACPφ75
（DP=1.2m）

既設 HIVPφ50
（DP=0.8m）

1
2
0
0

1
2
3
1
(
1
2
0
0
以
上
)

［断面図 ①-①］

（H=350）

塩ビ管材料(二次側)ﾎﾟﾘ管材料(一次側)

※ 青 　色：三芳水道施工(配水･給水管)［別途発注(施工済)］

（DP=1.2～0.8m）

1
2
0
0

［参　考］

［参　考］

※ 赤   色：三芳水道施工(配水･給水管)・・・建設課工事状況により変動［前・同時・後 施工］

※ 紫 　色：三芳水道施工(配水･給水管)［2回目掘削］・・・建設課工事状況により変動［前・同時・後 施工］

※ 埋設深 ：建設課工事 構造物により変動（DP=1.2～1.4m を想定）



令和 ５ 年度

S=1:50 内容表示

工事箇所

図面種別

縮　　尺

図面番号 全 ８ 葉のうち ３ 号

標 準 断 面 図（2）

路河川名

設計者氏名課長

館山市道3054号線

市道3054号線 配水管布設替工事

館山市船形923番2地先～同船形881番1地先

三 芳 水 道 企 業 団

標 準 断 面 図（2）S=1:50

※ ｵﾚﾝｼﾞ色：建設課施工(排水構造物)

※ 赤 　色：三芳水道施工(配水･給水管)

※ 水 　色：既設給水装置

※ 紫 　色：三芳水道施工(配水･給水管)［2回目掘削］

No.5+1.6

ＣＬ

AS切
2.0%

既設 ACPφ75
（DP=0.9m）

CO 2.0%

（ﾊﾞﾙ-ﾝ止水工法・排泥設置）

新設 HIVPφ40

止水栓(ｿﾌﾄｼ-ﾙ弁φ40)及びﾊｯﾄ筺

サドル付分水栓 (ACP用φ75×φ40)

AS(幅600) AS

新設 HPPEφ40

8
0
0

1
0
0
0

塩ビ管材料(二次側)

ﾎﾟﾘ管材料(一次側)

［断面図 ②-②］

9
0
0

8
5
0

2800
ｵﾌｾｯﾄ

掘削 □1500掘削 W600×L1500

※ 青 　色：三芳水道施工(配水･給水管)［別途発注(施工済)］

HIVPφ40 ｴﾙﾎﾞ
にて、仮配管接続

［参　考］



令和 ５ 年度

S=free 内容表示

工事箇所

図面種別

縮　　尺

図面番号 全 ８ 葉のうち ４ 号

配 管 参 考 図(2)

路河川名

設計者氏名課長

館山市道3054号線

市道3054号線 配水管布設替工事

館山市船形923番2地先～同船形881番1地先

三 芳 水 道 企 業 団

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

5.3ｍ
3.5ｍ 1.5ｍ

ｽﾘ-ｽﾊﾞﾙﾌﾞφ40
(貸与品)

配 管 参 考 図(2) S=free

① ②

記　　　号 埋 設 管 種 別

凡　　　例

仮配管

既設配水管･既設給水管

新設配水管(φ100､φ50)

新設給水管

新設配水管･新設排泥管
（別途発注(施工済)）

②

②

※ 詳細図(3)参照

※ 詳細図(4)参照

給水切替 ④

・EFﾌﾟﾗｸﾞ付ｻﾄﾞﾙ分水栓(φ100×φ25)×1ヶ

・止水栓(ｿﾌﾄｼ-ﾙ弁φ25)×1ヶ
・止水栓筺(FCD製､φ150×H350)×1ヶ

・EFｽｸﾘｭ-ｼﾞｮｲﾝﾄ(ｵﾈｼﾞｿｹｯﾄφ25)×1ヶ

・ﾒﾀﾙ入ﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄ(HI-VS､φ25)×1ヶ

・HI-TSｴﾙﾎﾞ(φ25)×2ヶ
・HIVP(φ25×L4000)  L=0.34+0.11=0.5m

・EFｿｹｯﾄ(φ25)×1ヶ
・EF直管(φ25×L5000) L=1.61+0.38+0.28=2.3m
・EF90°ｴﾙﾎﾞ(φ25)×2ヶ

給水切替 �
・EFﾌﾟﾗｸﾞ付ｻﾄﾞﾙ分水栓(φ100×φ20)×1ヶ

・止水栓(ｿﾌﾄｼ-ﾙ弁φ20)×1ヶ・止水栓筺(FCD製､φ150×H350)×1ヶ

・EFｽｸﾘｭ-ｼﾞｮｲﾝﾄ(ｵﾈｼﾞｿｹｯﾄφ20)×1ヶ

・ﾒﾀﾙ入ﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄ(HI-VS､φ20)×1ヶ
・HI-TSｴﾙﾎﾞ(φ20)×2ヶ

・HIVP(φ20×L4000)  L=0.34+0.11=0.5m

・EFｿｹｯﾄ(φ20)×1ヶ・EF直管(φ20×L5000) L=3.35+0.38+0.28=4.0m
・EF90°ｴﾙﾎﾞ(φ20)×2ヶ

※
排
泥
利
用
区
間



令和 ５ 年度

S=free 内容表示

工事箇所

図面種別

縮　　尺

図面番号 全 ８ 葉のうち ５ 号

配管参考図(2)［詳細図］

路河川名

設計者氏名課長

館山市道3054号線

市道3054号線 配水管布設替工事

館山市船形923番2地先～同船形881番1地先

三 芳 水 道 企 業 団

記　　　号 埋 設 管 種 別

凡　　　例

仮配管

既設配水管･既設給水管

新設給水管

新設配水管･新設排泥管
（別途発注(施工済)）

詳 細 図 (3)

配管参考図(2)［詳細図］ S=free

Ｍ

ｽﾘ-ｽﾊﾞﾙﾌﾞφ40
(貸与品)

新設配水管(φ100､φ50)

※
排
泥
利
用
区
間

1
2
0
0

8
0
0
以
上

断 面 図

EF片受45°ﾍﾞﾝﾄﾞ
(φ100)

甲2000
980

甲2164

HPPE管φ100



令和 ５ 年度

S=free 内容表示

工事箇所

図面種別

縮　　尺

図面番号 全 ８ 葉のうち ６ 号

配管参考図(3)［詳細図］

路河川名

設計者氏名課長

館山市道3054号線

市道3054号線 配水管布設替工事

館山市船形923番2地先～同船形881番1地先

三 芳 水 道 企 業 団

記　　　号 埋 設 管 種 別

凡　　　例

仮配管

既設配水管･既設給水管

新設給水管

新設配水管･新設排泥管
（別途発注(施工済)）

詳 細 図 (4)

配管参考図(3)［詳細図］ S=free

5.3ｍ
3.5ｍ

1.5ｍ

②

②

新設配水管(φ100､φ50)

※
排
泥
利
用
区
間



ネジ筺構造図 S=free

φ
φ
φ

φ
φ

6
7
0
～
1
0
1
0

5
5
0

4
9
2

φ

φ

PE φ100

φ

レジコン座台

砕石基礎(RC-40)

（参　考）

[
5
1
0
～
6
9
0
]

[
3
4
0
]

[
3
9
0
]

※ [ ]は、ネジ筺(中)の数値＝埋設深 H800用

※ [ ]無は、ネジ筺(大)の数値＝埋設深 H1200用

土 工 標 準 図 S=free

令和 ５ 年度

内容表示

工事箇所

図面種別

縮　　尺

図面番号 全 ８ 葉のうち 第 ７ 号

路河川名

設計者氏名課長

館山市道3054号線

市道3054号線 配水管布設替工事

館山市船形923番2地先～同船形881番1地先

三 芳 水 道 企 業 団

※ 本工事は、ネジ筺(大)を使用＝埋設深 H1200用

土工標準図･ｴｱ-ﾊﾞｯｸﾞ式止水工法(ABS工法) 参考図

明示ﾃ-ﾌﾟ貼付標準図･ネジ筺構造図

S=free

現　況 仮復旧

 再生密粒度As13

土 砂

路盤材

掘削幅

明示シート

新設管 HPPE φ100  

1
3
2
5

5
0

1
5
0

1
1
2
5

1
2
5

5
0

1
5
0

2
0
0

 粒調砕石　M-30

1
3
2
5

1
2
0
0

As Ｗ=600

(W150､ﾀﾞﾌﾞﾙ) (転圧:15㎝以下/層)

埋戻し
(発生土) 9

2
5

 埋戻し(発生土)

(転圧:20㎝以下/層)

 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　RC-40
(転圧:20㎝以下/層)

※ 本復旧は、館山市建設課が施工 ※ 本復旧は、館山市建設課が施工

ｴｱ-ﾊﾞｯｸﾞ式止水工法(ABS工法) 参考図 S=free

既設管 ACPφ75

サドル付分水栓 φ75×φ40

[ACP用] φ75×φ40

※ サドル付分水栓 φ75×φ40
は、仮配管用として使用し、
最終的には、排泥管φ40として再利用

[
6
3
]

［新設管 HPPE φ50］  

[
1
2
6
3
]

[
1
0
6
3
]

[
1
2
6
3
]

[
8
6
3
]

 ［HPPE φ100・HPPE φ50（埋設深 DP=1.2ｍ）］  ［HPPE φ100・HPPE φ50（埋設深 DP=0.8ｍ）］

現　況 仮復旧

 再生密粒度As13

土 砂

路盤材

掘削幅

明示シート

新設管 HPPE φ100  

9
2
5

5
0

1
5
0

7
2
5

1
2
5

5
0

1
5
0

2
0
0

 粒調砕石　M-30

9
2
5

8
0
0

As Ｗ=600

(W150､ﾀﾞﾌﾞﾙ) (転圧:15㎝以下/層)

埋戻し
(発生土)

5
2
5

 埋戻し(発生土)

(転圧:20㎝以下/層)

 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　RC-40
(転圧:20㎝以下/層)

[
6
3
]

［新設管 HPPE φ50］  

[
8
6
3
]

[
6
6
3
]

[
8
6
3
]

[
4
6
3
]

明示ﾃ-ﾌﾟ貼付標準図

（有効長：５ｍ管）

胴巻テープ（巾３０ｍｍ）

500 500 ＠1000×4=4000

5000

500500

S=free

止水栓･仕切弁筺(FCD製､ﾊｯﾄ型φ150)

底板

[※ 道路部設置 H=850 のみ､頭部交換]

砕石基礎(RC-40)

[※ 宅内設置(第一ﾊﾞﾙﾌﾞ)用は、 H=350 を使用]

止水栓･仕切弁筺構造図 S=free

（参　考）



令和 ５ 年度

S=1:500 内容表示

工事箇所

図面種別

縮　　尺

図面番号 全 ８ 葉のうち ８ 号

AS舗装復旧・CO復旧 平面図

路河川名

設計者氏名課長

館山市道3054号線

市道3054号線 配水管布設替工事

館山市船形923番2地先～同船形881番1地先

三 芳 水 道 企 業 団

AS舗装復旧･CO復旧 平面図 S=1:500

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

ＭＭ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

①

①

②

②

② AS仮復旧(AS:t=5㎝､M-30:t=15㎝､RC-40:t=20㎝)
［配水管 本設］

⑧ AS仮復旧(AS:t=5㎝､M-30:t=15㎝､RC-40:t=20㎝)
[A=0.6×6.8=4.1㎡]

［配水管 本設］ ① AS仮復旧(AS:t=5㎝､M-30:t=15㎝､RC-40:t=20㎝)

[A=0.6×6.4+1.1×2.1=6.2㎡]

［配水管 本設､仮設･排泥］

� AS仮復旧(AS:t=5㎝､M-30:t=15㎝､RC-40:t=20㎝)

[A=1.0×1.0=1.0㎡]

［配水管 本設］

� AS仮復旧(AS:t=5㎝､M-30:t=15㎝)
［仮設･排泥］

[A=0.3×5.3=1.6㎡]

AS舗装切断面　積計　算　式

0.3×5.3=1.6 1.6

市道As舗装仮復旧(AS:t=5㎝､M-30:t=15㎝)

10.6

AS舗装切断面　積計　算　式

0.6×6.4+1.1×2.1=6.2

1.0×4.8=4.8

0.6×2.4=1.4

6.2

4.8

12.7

1.4

市道As舗装仮復旧(AS:t=5㎝､M-30:t=15㎝､RC-40:t=20㎝)

17.1

0.6×21.2=12.7

4.7

1.0×1.0=1.0 1.0

6.40.6×10.7=6.4 22.6

11.6

43.6

4.0

CO舗装切断面　積計　算　式

1.2×0.9=1.1 1.1

CO復旧(CO:t=10㎝､RC-40:t=15㎝)

3.0

合　　計 1.1 3.0

⑴ CO復旧(CO:t=10㎝�RC-40:t=15㎝)
［給水切替］

[A=1.2×0.9=1.1㎡]

合　　計 37.3 120.8

⑦ AS仮復旧(AS:t=5㎝､M-30:t=15㎝､RC-40:t=20㎝)
[A=0.6×1.2=0.7㎡]

［給水切替］

④ AS仮復旧(AS:t=5㎝､M-30:t=15㎝､RC-40:t=20㎝)

[A=0.6×2.4=1.4㎡]

［給水切替］

0.70.6×1.2=0.7 2.4

4.10.6×6.8=4.1 14.8

合　　計 1.6 10.6

AS舗装切断面　積計　算　式

ｷｬﾄﾞによる計測

市道As舗装本復旧(AS:t=5㎝､M-30:平均t=3㎝)

合　　計

ｷｬﾄﾞによる計測

ｷｬﾄﾞによる計測

※ 幅員･延長数値は参考値であり、設計復旧面積をｸﾘｱする様に施工すること。

※ AS本復旧は、館山市建設課発注の排水整備工事にて施工。

[A=1.0×4.8=4.8㎡]

③ AS仮復旧(AS:t=5㎝､M-30:t=15㎝､RC-40:t=20㎝)
[A=0.6×21.2=12.7㎡]

［配水管 本設］

⑥ AS仮復旧(AS:t=5㎝､M-30:t=15㎝､RC-40:t=20㎝)
[A=0.6×10.7=6.4㎡]

［配水管 本設］


